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環 境 技 術 委 員 会 の お 知 らせ （齢5、 回）

平成30年10月23日 （火）午後1時 半 ～4時

衆議院第一議員会館 地下1階 第4会 議室

千代 田区永 田町2－2－1

◆国会議事 堂前駅 （丸 の内線 ・千代 田線 ）①番 出 口よ り2分 、永 田町

駅 （有楽 町線 ・半蔵 門線） ①番 出 口よ り下車5分 。 当 日、午後1時

よ り、議員会館 玄 関にて 、通行証 を差 し上 げます 。 その時刻前 に到

着 され た方 は、恐縮 です が、受 付脇 の ロビー にてお待 ち下 さい。 会

議開始後 にお越 しの方 は、受付 に 「第4会 議室 に行 きたい」 旨お伝

え下 され ば、お迎 えに参 ります。

次 に、 中島稔科 学技 術部会長 よ り、『環境 技術 関連 ニ ュー スNo．172』 の解 説

が あ りま した。今 回 は、 ○世界 各地 で異 常猛 暑。 熱波 に よる死者 、森 林火 災、

川 の氾濫 、土砂災 害、水不足 に よる農 作物 へ の影 響 な どが 出てい る。 そ の原 因

は、亜熱 帯 の偏西風 の蛇 行 に よるもので、熱 い 空気 と涼 しい空気 の境 目が例 年

よ り北側 に あるか らだ。 台風12号 の進路 が異 常だ ったの もそ の影響。 ○ 昨年

の中国 のプ ラスチ ックごみ輸入禁止 に よって、海 洋漂流 は増加す るので は、 と

い う分 析。 ○生分解性 プ ラスチ ックの 開発。海 底 で分解す る工夫や微 生物 にっ

くらせ るプ ラスチ ックな ど。 ○韓 国企 業 が建設 した ラオ ス のダム決壊 関連 の話

題 。 ○ ク ロロフィル で重 油 を分解す る技術。 ○ 国交省 が西 日本豪雨 を踏 ま え治

水計画 を見 直す。 な どの解説 があ り、一 同大 い に勉 強 にな りま した。

次 に、清原 淳平専務理 事 よ り、 中里靖環境省 海洋 環境 室長 の経歴紹介 が あ り

ま した。次 に、ヰ里室長 よ り、晦 洋 プ ラスチ ックを取 り巻 く国内外 の動 向」に

っい て解説 が あ りま した。 近年 、海洋 中のマイ ク ロプ ラスチ ックが生態 系 に及

ぼす影 響 が懸念 され てい る。近年 は元々大 きなサ イ ズで製 造 され たプ ラス チ ッ

クが 自然環境 下で は破砕 され た ものが ほ とん どであ る。 吸着 す るPCBは 人体

には無 害 だが、海 亀や鯨 な どの生物 に影 響 を与 え る可能性 が ある。（詳細 な研 究

結果 はまだ 出てい ない）巷 間、 中国や 韓国 の ごみ が大量 に 日本 の海岸 に漂 着 し

てい る とい われ てい るが、調 べ てみ る とそ の影 響 は九州 では確 か に中韓 の ごみ

が多い が、東 日本 や瀬戸 内 あた りでは 日本 国内 由来 の漂着 ごみ も多い。 ま た、

北海 道 あた りでは国籍不 明の ごみ がほ とん どで ある。 海洋 ごみ問題 は、G7や

G20で も取 り上 げ られ 、 中国 とは高 レベル で の海洋 廃棄物対策 が進 め られ て

い る。 日本 国内で も、本年海洋 漂着物 処理 推進 法 の改正 、第4次 循 環型社 会形

成推 進基本 計画 の閣議 決定 、海岸 漂着 物等 地域 対策推進 事業 に30億 円の予算

を立 て 、地方 自治 体 に補助金 を交付す るな どの施策 を行 ってい る。海 岸漂 着物

の多 くは、国民 生活 に伴 って発 生 した もので あ り、 リサイ クル の推 進 に よって

発 生 を抑制 す るのが一番 の対策 で ある。事 業者 も、海域流 出を抑制 す る よ う努

めな けれ ばな らない。

議 題 1、 「環境 問題に ついて 、昨今 、想 うこと」

挨拶 坂本 忠彦環 境技 術委員 長

2、CO2か ら合成樹 脂技 術

解 説 野崎 京子東 京大学 大学院教 授

3、 『環境技術 関連 ニ ュー スNO．173』

解 説 中島稔科 学技 術部会 長

報 告 去 る9月20日 開催 の第350回 環 境技術委員 会 は、坂 本忠彦 委員

長 が議長 を務 め行 われ ま した。 まず 、坂本 委員長 よ り、 「環境 問題 に

ついて、昨今 、想 うこ と」と題 して開会挨拶 が あ りま した。今 回 の 「環

境 技術 関連 ニ ュー ス」 には、今年 が世界 的猛 暑で あった こ とを うかが

わせ る記事が多数掲 載 され てい る。 しか も、そ の傾 向 は来年 以 降 も続

くみ こみで、温室効果 ガ ス との深 い関連性 も指摘 され てい る。今 回の

議題 は海洋 プ ラス チ ック問題 につ いて であ るが、欧州 で はプ ラスチ ッ

ク製 ス トロー の使用禁止 が話題 にな ってい る。 だが ス トロー は小 さな

もので、 ビニール 袋 な どほか に注 目すべ きもの が あるの で はな いか。

★ レクチュアにつ き、当 日会費千 円にご協力 をお願い 申し上げます。

次回、10月23日 （火）の環境技術委員会に

御芳名

出 一 欠 （いずれかに○印）

貴方様のFAX

テロ対 策 への警 備 か らの要 請 上 、会 員 に限 ります 。

非会員で参 加希望者 は、2日 前 までに履 歴書をご提 出下さい。

（その際の当 日会費は二千円とな ります。）
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